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組み合わせや対戦相手が決まり、いよいよ明日に迫った最後の市総体。
今、どんな気持ちで明日を迎えようとしているだろうか。

長年、ソフトテニス部の指導をしてきて、勝ったり負けたりしているが、
私は、どんなに弱いと言われたチームでも、勝ちたいと思い、勝つ方法を探ってきた。
中学生の勝負は、何が起こるかわからないからだ。

全く、勝負はやってみなければわからない。

そんな私が毎年、次のようなことを選手に話している。

自分の、自分たちの得意な事で勝負する。
練習したことしかできない。夢を見ないで、練習したことを試合でやる。
戦う前に、負けたときの言い訳をつくらない。
最後まであきらめない。
そして、最も大事なことは、自分の力を出し切ること。
自分の力を１００％出し切ることを頑張る、ということ。

どんな結果が出ても、後輩に何を残すのか、自分に何が残るのかが大事。

だからといって、負けてもいいとは言わない。

勝負なのだから勝ちに向かって全力を尽くすこと。

頑張れ３年生！　輝け銀河学年!!
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例えば、テニスの試合で、０対３のあと１本で負け、という場面でも、
相手のミス１本から逆転して勝った試合もあった。

サッカー部の顧問をしている時は、シュートを１０本以上打たれていたが、ことごとく外れ、
たった一度のこぼれ球を押し込んで勝ったチームも見た。

フィールドに立つ選手も、応援する生徒も、全員で勝利に向かって、全力を出し切ってきてほしい。

たくさんの保護者の方か

ら応援していただきました。

ありがとうございました。明

日もよろしくお願いします。


